
養父市の歴史文化

池田 草庵
（いけだ そうあん）

養父市八鹿町宿南生。但馬聖人と呼ばれた幕末期の儒学者。
673名の門下生に、陽明学、朱子学、儒学などを教えた。
門人には、北垣国道（京都府知事）、浜尾新（東京大学総長）、
久保田譲（文部大臣）、原六郎（実業家）など。

＜関係するもの＞
◇青谿書院（池田草庵の私塾、養父市八鹿町宿南）
◇立誠舎（青溪書院の前に草庵が教えていた建物、養父市八鹿町八
鹿）

※養父市教育委員会では「そうあんくんの日」を設定し、児童生徒が自主性を尊重し、自
立心を養うための取組を行っている。

北垣 国道
（きたがき くにみち）

養父市能座生。政治家。第3代京都府知事として琵琶湖疎水を実施、
北海道庁長官を歴任

＜関係するもの＞
◇ 能座ヒダリマキガヤ
（ヒダリマキガヤでは全国一の巨木、カヤの木では西日本一位）

山田 風太郎
（やまだ ふうたろう）

養父市関宮生。作家。忍法帖シリーズ、魔界転
生などの作品を生み出す。角川書店が主催する
日本の文学賞として2010年に山田風太郎賞が創
設された。

＜関係するもの＞
◇ 山田風太郎記念館

【資料２】
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養父神社
（やぶじんじゃ）

名草神社
（なぐさじんじゃ）

出雲大社本殿建設（1662年）時にご神木の妙見杉を御用財として
提供したことから、そのお礼に出雲大社の三重塔が移築された。

本殿、拝殿、三重塔の３棟が国指定文化財。

但馬五社明神の一つと言われる。養父神社から斎神社
を目指し神輿を担いで練り歩くお走り祭りが有名。
現在は紅葉の名所として知られる。

養蚕秘録
（ようざん ひろく）

養蚕の神様と呼ばれる上垣守国（養父市大屋町蔵垣生）
が先進地の蚕種を但馬・丹後地方に広め、また、養蚕秘
録という技術書を出版した。
養蚕秘録はシーボルトがオランダに持ち帰り、フランス
語に翻訳され、フランスやイタリアで出版された。

＜関係するもの＞
◇ 県立八鹿高校（前身は兵庫県立養蚕高校）
◇ グンゼ工場（八鹿工場、養父工場）
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【自然】
■ 氷ノ山（1510ｍ）・・兵庫県、北近畿最高峰、別宮のオオカツラ
■ 建屋のヒダリマキガヤ（国指定文化財 天然記念物）
■ 樽見の大ザクラ（国指定文化財 天然記念物）
■ 【市花】ミズバショウの群生地（日本西南端）（県指定文化財 天然記念物）

【景観】

■ 大杉 重要伝統的建造物群保存地区（養蚕住宅） 文化庁
■ 八鹿の街並み（うだつの街並み） 県景観形成地区指定

【史跡】

■ 箕谷古墳群（国指定文化財） ７世紀ごろ
■ 八木城跡（国指定文化財） 戦国時代など

青谿書院 立誠舎
（せいけいしょいん） （りっせいしゃ）

池田草庵の私塾。

葛畑農村歌舞伎舞台
（かずらはた のうそんかぶきぶたい）

茅葺屋根の歌舞伎舞台。本格的な独楽廻式の
回り舞台など多くの専門的な技術が取り込ま
れている。
国指定文化財。

その他


